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●
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文
●

衛

星
通
信

シ

ス
テ
ム
に
よ
る
高
大
連
携

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

～
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
高
大
接
続
の
検
討
～

中

山

実

(東
京
工
業
大
学
教
育
工
学
開
発
セ
ン
タ
ー
助
教
授
)

大

即

信

明

(東
京
工
業
大
学
教
育
工
学
開
発
セ
ン
タ
ー
長
)

一

は
じ
め
に

東
京
工
業
大
学
教
育
工
学
開
発
セ
ン
タ
ー

(以
下
、
本
セ
ン
タ
ー

と
略
す
)
で
は
、
全
国
の
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
を
対
象
と
し

た
、
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
高
大
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
二
〇

〇
二
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
本
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組

む
高
大
連
携
の
概
要
と
、
高
大
連
携
の
推
進
の
た
め
に
解
決
す
べ
き

点
を
ま
と
め
て
述
べ
る
。

一
一

教
育
工
学
開
発
セ
ン
タ
ー
で
の
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
の
活
用

本
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
教
育
を
中
心
に
教
育
工
学
の
普
及
と
研
究

開
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

一
九
七
三
年
に
学
内
で
二
番
目
の

セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
設
置
当
初
よ
り
、
放
送
や
通
信
を

用
い
た
遠
隔
教
育
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
九
九
六
年

に
は
、
衛
星
通
信
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム

(

)
が
設
置
さ
れ
、

企
業
の
社
会
人
技
術
者
を
対
象
と
し
た
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
教
育

(
1)や

大
学
問
交
流
授
業
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、

一
九
九
〇
年
代
の
大
学
改
革
に
お
け
る

「開
か
れ
た
大
学
」
(
2)に
向

け
た
研
究
開
発
事
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
は

一
部

の
大
学
院
正
規
授
業
を
公
開
講
座
と
し
て
衛
星
通
信
を
用
い
て
公
開

し
、
大
学
に
登
録
し
た
科
目
等
履
修
生
に
は
正
規
単
位

の
取
得
が
で

き
る
仕
組
み
を
確
立
し
た
。

一
方
、
衛
星
通
信
の
利
点
を
活
か
し
て
、
国
際
遠
隔
教
育
を
二
〇

〇
二
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
大
学
院
で
開
講
さ
れ
て
い
る
国
際
コ

ー
ス
の
英
語
の
講
義
を
タ
イ
の
ア
ジ
ア
工
科
大
学
、
キ
ン
グ
モ
ン
ク

ッ
ト
工
科
大
学
ラ
カ
バ
ン
校
に
配
信
し
て
お
り

(3)、
二
〇
〇
六
年
度

か
ら
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
配
信
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
を
用

い
て

空
間
的
な
制
約
を
無
く
し
、
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
教
育
を

学
外
の
機
関
と
共
有

で
き
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
研
究
開
発
し
て
い

る
。

三

衛
星
通
信
に
よ
る
高
大
連
携
の
実
施
方
法

大
学
や
大
学
院
の
講
義
配
信
を
進
め
る

一
方
、
中
等
教
育
と
の
接

続
も
検
討
を
進
め
た
。
中
央
教
育
審
議
会

(
4〉か
ら
は
、
中
等
教
育

と
高
等
教
育
と
の
接
続
に
つ
い
て
の
答
申
も
出
さ
れ
た
。

本
学

に
は
、
工
学
部
附
属
工
業
高
等
学
校

(当
時
、
現
在
は
大
学

附
属
科
学
技
術
高
等
学
校
)
が
あ
り
、
高
校
と
大
学
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
本
セ
ン
タ
ー
も
加
わ

っ
て
学
内
で
検
討
し
て
い
た
。

当
時

の
高
大
連
携
と
し
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
開
始
さ
れ
た
埼
玉

県
立
浦
和
高
等
学
校
と
埼
玉
大
学
と
の
事
例

(
5)(6)が
よ
く
知
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
〇

一
年
に
は
東
京
都
立
国
分
寺
高
校
が
多
摩

地
区
の
四
大
学
と
の
間
で
、
高
大
連
携
を
は
じ
め
た

(
7)。

さ
ら
に
、
高
等
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て
、
理
数
科
教
育
を

推
進
す
る
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

(S
S
H
)
や
、

サ
イ
エ
ン
ス

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

・
プ

ロ
グ
ラ
ム

(S
P
P
)
事

業
が
、
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
二
〇
〇
二
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
全

国
の
高
等
学
校
が
、
理
数
科
分
野
で
大
学
等

と
の
教
育
研
究
機
関
と
連
携
を
強
化
し
は
じ

め
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
そ
れ
ま
で
の
高

校
と
大
学
と
の
関
係
を
大
き
く
変
え
る
も
の

で
あ
る
上
、
科
学
技
術
の
振
興
策
と
し
て
も

非
常
に
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
セ
ン
タ
ー
は
科
学
技
術
分
野

を
中
心
と
し
て
、
高
校
生
の
移
動
を
必
要
と

し
な

い
高
大
連
携

の
可
能
性
を
確
認
す
る
た

め
に
、
「衛
星
通
信
に
よ
る
高
大
連
携
」
を

検
討
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
図
に
示
す
よ

う
な
高
大
連
携

の

一
形
態
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
に
説
明
す
る
。

具
体
的
な
高
校
で
の
活
用
可
能
性
を
調
べ

る
た
め
に
、
本
学
の
附
属
高
校
と
単
位
制
の

筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
校
で
、
二
〇
〇

一
年

度
後
半
に
公
開
講
座
を
衛
星
通
信
で
配
信
す
る
実
験
を
行

っ
た

(8
）。

単
位
制
高
校
で
は
、
生
徒
自
身
の
学
習
計
画
に
応
じ
て
必
要
単
位
数

を
修
得
す
れ
ば
卒
業
で
き
る
こ
と
か
ら
、
高
大
連
携
が
活
用
で
き
る

と
考
え
た
。
こ
の
結
果
を
基
に

「衛
星
通
信
に
よ
る
高
大
連
携
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
」
を
設
計
開
発
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
提
供
す
る
内

容
と
高
校
に
お
願

い
す
る
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

図 衛星通信による高大連携の位置付け

衛星通信 による高大連携
遠隔教育による

高大連携
高大連携
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①
大
学
か
ら
高
校

へ
配
信
す
る
内
容
は
、
通
常
の
学
部
授
業

（
一
学

期
一

四
週
分
）
で
あ
る
。

②
大
学
と
し
て
は
高
校

へ
の
配
信
を
公
開
講
座
と
位
置
づ
け
、
公
開

講
座
受
講
料
を

一
講
座
ご
と
に
高
校
か
ら
徴
収
す
る
。
高
校
で
の

受
講

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
高
校
に
お
け
る
単
位
認
定
も
含

め
て
、
高
校
に
任
せ
る
。
た
だ
し
、
高
等
専
門
学
校
生
が
大
学
正

規
の
科
目
等
履
修
生
と
し
て
登
録
し
た
場
合
は
、
大
学
が
単
位
認

定
す

る
。

③
高
校

で
は
、
受
講
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

（高
校
担
当
教
員
）
が
本
セ

ン
タ
ー
へ
の
受
講
手
続
き
、
受
講
者
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
。

④
受
講

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
、
授
業
ご
と
に
衛
星
受
信
し
、
生
徒
が

受
講
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
大
学
教
員

へ
の
質
問
を

促
し
て
、
受
講
上
の
問
題
が
あ

っ
た
場
合
の
連
絡
担
当
と
し
て
支

援
す
る
。

⑤
受
講

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
、
受
講
状
況
や
授
業
提
出
物
、
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
な
ど
を
本
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
。

⑥
受
講
修
了
の
判
断
は
、
高
校
の
受
講

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
任
せ
、

修
了
者
に
は
担
当
教
員
と
本
セ
ン
タ
ー
長
の
受
講
証
明
書
を
発
行

す
る
。

こ
の
公
開
講
座
は
、
大
学
で
は
通
常
の
学
部
授
業
で
あ
り
、
授
業

担
当
教
員
に
も
通
常
の
授
業
を
お
願

い
し
、
こ
れ
を
T
V
カ
メ
ラ
で

収
録
放
映
し
て
い
る
。
な
お
、
本
放
映
の
受
信
は
受
講
登
録
し
た
高

校
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
受
信
に
必
要
な
…機
材
な
ど
は
、
本
セ

ン
タ
ー
の
ウ

ェ
ブ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
、
衛
星
通
信
に
よ

る
配
信
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
配

信
も
行

っ
て
お
り
、
情
報
通
信
技
術
に
よ
る
高
大
連
携
を
検
討
し
て

い
る
。
二
〇
〇
五
年
度
ま
で
に
の
べ

一
四
授
業
を
配
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
参
加
す
る
高
校
は

一
科
目
あ
た
り

一
〇
～

一
五
校
程
度
で
あ

る
。

四

高
校
等
で
の
実
施
方
法

こ
の
高
大
連
携
の
高
校
で
の
取
り
扱
い
は
様

々
で
あ
る
。
単
位
制

の
高
校
で
は
選
択
科
目
の

一
つ
や

「学
校
外
に
お
け
る
学
修
」
と
し

て
単
位
認
定
す
る
高
校
も
あ
る
が
、
課
外
活
動
と
し
て
生
徒
の
自
主

的
な
受
講
に
し
て
い
る
高
校
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
数
は
少
な
い
が
、

受
講
高
校
か
ら
提
供
さ
れ
た
活
用
例
を
本
セ
ン
タ
ー
の
ウ

ェ
ブ
で
公

開
し
て
い
る
。

大
学
で
の
授
業
は
九
〇
分
授
業
で
あ
る
た
め
、
高
校

の
授
業
中
に

全
部
を
視
聴
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
高
校
で
受
信
映
像
を
、

一
旦
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
に
収
録
し
た
上
で
、
授
業
や
授
業
時
間
外
に
生
徒

に
視
聴
さ
せ
て
い
る
。
夏
期
休
暇
や
土
曜
日
に
視
聴
時
間
を
当
て
て

い
る
学
校
も
あ
る
。

単
に
ビ
デ
オ
画
像
を
見
る
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
学
校
に
よ

っ
て
は
高
校
教
員
が
授
業
内
容
の
補
足
説
明
を
し
た
り
、
生
徒
自
身

が
授
業
担
当
教
員
に
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
質
問
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
高
校

へ
の
出
前
講
義
や
東
工
大
へ
の
訪
問
も
、
授
業

担
当
教
員
の
都
合
が

つ
く
範
囲
で
対
応
し
、
そ
の
調
整
を
本
セ
ン
タ

ー
が
行

っ
て
い
る
。

実
際

に
、
授
業
担
当
教
員
の
熱
心
な
協
力
に
よ
り
、
受
講
生
徒
数

に
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
が
希
望
す
る
高
校
を
訪
問
し
て
、
補
足
説
明

や
研
究
内
容
の
解
説
な
ど
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
高
大
連
携
は
、
熱
意
あ
る
高
校
生
、
高
校
教
員
、

大
学
教
員
の
相
互
努
力
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
お
り
、
本
セ
ン
タ
ー

と
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
を
尊
重
し
て
運
営
し
て
い
る
。

受
講
生
が
専
攻
科
生
の
場
合
、
科
目
等
履
修
生
制
度
を
用
い
て
本

学
の
単
位
を
取
得
し
た
が
、
学
生
個
人
が
負
担
す
る
費
用
が
、
例
え

ば
放
送
大
学
を
受
講
し
て
単
位
取
得
す
る
場
合
と
比
較
し
て
か
な
り

高
く
な

る
た
め
、
本
学
と
の
単
位
相
互
認
定
な
ど
の
制
度
的
な
検
討

が
必
要

で
あ
る
。

五

品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
教
育
の
質
保
証

衛
星
通
信
等
に
よ
る
遠
隔
教
育
に
つ
い
て
は
、
そ
の
運
用
可
能
性

や
教
育
効
果
な
ど
教
育
の
質
が
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
。
そ
の
背
景

と
し
て
は
、
遠
隔
教
育
に
よ
る
可
能
性
は
認
め
る
が
、
全
般
的
な
教

育
の
質

（教
育
サ
ー
ビ
ス
）
が
対
面
教
育
の
場
合
よ
り
も
劣
る
と
思

わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
施
方
法
に
よ
っ
て
対
面
教
育
以

上
の
教
育
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（9）。

そ
こ
で
、
そ
の
質
を
ど
の
よ
う
に
保
証
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
れ
は
、
大
学
教
育
で
指
摘
さ
れ
る
教
育
の
質

保
証
シ
ス
テ
ム

（・，）

と
同
様
な
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、
衛
星
通
信

に
よ
る
高
大
連
携
の
教
育
的
な
質
が
向
上
す
る
よ
う
に
継
続
的
に
努

力
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
明
示
化
し
、
第
三
者
評
価
を
受
け
て
運
営
す

る
た
め
に
、
衛
星
通
信
に
よ
る
高
大
連
携
は
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム

（

）
の
認
証
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
認

証
は
、
本
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
他
の
衛
星
通
信
教
育
事
業
お
よ
び

授
業
評
価
事
業
、
教
員
研
修
事
業
と
共
に
、
二
〇
〇
二
年

一
二
月
に

日
本
で
初
め
て
教
育
分
野
で
大
学
と
し
て
取
得

し
、
英
国
認
証
機
関

U
K
A
S

（

）

に
も
登
録
さ
れ
た
。

閉

に
よ
る
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
認
証
は
、
日
本
技
術
者
教
育
認

定
機
構

（J
A
B
E
E
）
が
実
施
す
る
技
術
者
教
育

の
認
証
と
同
様

な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り

（
1
2
）、
海
外
の
遠
隔
教
育
を
実
施
す
る

大
学
等
で
認
証
取
得
が
進
ん
で
い
る

（
1
3
）（
1
4
）。
具
体
的
に
は
、
教
育

サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
セ
ス
管
理
に
基
づ
く
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
、
そ

の
有
効
性
を

P
D
C
A

（

＞

）
サ
イ
ク
ル
に
よ

っ
て
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
半
年
ご
と
に
外
部

審
査
を
受
け
て
い
る
。
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六

教
育
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
評
価

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
高
校
側
の
教
員
と
生
徒
、
大
学
の
講
義

担
当
教
員
に
満
足
さ
れ
る
高
大
連
携
の
運
営
に
努
め
て
い
る
。
毎
学

期
の
期
末
に
、
高
校

(教
員
、
生
徒
)
と
担
当
教
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
満
足
度
や
意
見
の
収
集
を
し
て
評
価
し
て
い
る
。
ま

た
、
黒
板
の
文
字
が
読
み
取
れ
な
い
な
ど
の
ク
レ
ー
ム
に
も
迅
速
に

対
応
し

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
紙
面
調
査
で
は
十
分
な
評
価
情
報
が
得
ら

れ
な

い
こ
と
か
ら
、
高
校
教
員
と
大
学
教
員
に
本
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
い
て
、
高
大
連
携
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
協
議
会
を
開
催
し
て

い
る
。

こ
れ
は
、
本
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
三
者
間
で
の
実
施
検
討
会

で
あ
る
。
協
議
会
は
、
各
学
校
で
の
実
施
方
法
や
、
生
徒
の
学
習
状

況
お
よ
び
反
応
状
況
を
伺
い
、
今
後
の
運
営
計
画
や
改
善
の
た
め
の

情
報
収
集
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
協
議
会
で
は
、
以
下
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

学
部
授
業
が
高
大
連
携
の
学
習
内
容
と
し
て
適
切
か
に

つ
い
て

は
、
多
く
の
生
徒
、
教
員
が
大
学
生
を
対
象
と
し
た
授
業
が
よ
い
と

の
回
答

で
あ

っ
た
。
む
し
ろ
、
高
校
生
が
受
講
し
て
い
る
こ
と
を
あ

ま
り
考
慮
し
な
い
で
欲
し
い
と

の
意
見
が
多

い
。
生
徒
の
多
く
は
、

内
容
が
十
分
理
解
で
き
な
く
て
も
、
大
学
の
授
業
で
何
を
教
え
て
い

る
の
か
、
ど
ん
な
形
式
で
学
習
す
る
の
か
に
強

い
興
味
を
持

っ
て
い

る
。
な
か
に
は

「難
し
い
内
容
の
ほ
う
が
よ
い
」
と
す
る
意
見
も
あ

っ
た
。

そ
の

一
方
、
高
校

一
年
生
が
講
義
に
出
て
く

る
未
学
習
の
微
積
分

を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
た
り
、
大
学
生
が
回
答
す
る
テ
ス
ト
や
レ

ポ
ー
ト
に
挑
む
高
校
生
な
ど
、
決
し
て
多
く
は
な
い
が
大
学
教
員
も

驚
く
よ
う
な
熱
意
あ
る
高
校
生
も
受
講
し
て
い
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
本
高
大
連
携
を
受
講
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
に

な

っ
て
本
学

へ
の
進
学
を
希
望
す
る
高
校
生
も
お
り
、
既
に
本
学
に

入
学
し
た
者
が
数
名
確
認
さ
れ
て
い
る
。

七

衛
星
通
信
に
よ
る
高
大
連
携
の
展
望

本
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
高
大
連
携
の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め

に
、
基
礎
科
学
分
野
に
限
定
せ
ず
に
、
制
御
工
学
や
社
会
工
学
の
よ

う
な
専
門
科
目
や
英
語
、

一
橋
大
学
の
教
員
に
よ
る
商
学
分
野
の
講

義
も
高
校
に
配
信
し
て
い
る
。

工
学
部
の
専
門
科
目
を
配
信
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
と
高
校
側

の
反
応
が
や
や
異
な

っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
内
容
が
難
し
か

っ

た
こ
と
も
あ
る
が
、
最
後
ま
で
受
講
し
た
生
徒
も
少
な
か

っ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
前
回
の
協
議
会
で
高
校
側
と
意
見
交
換
し
た
結
果
、

い
く
つ
か
の
情
報
が
得
ら
れ
た
。

①
高
校
で
は
工
学
の
授
業
科
目
が
な
く
、
工
学
系
出
身
の
教
員
も
少

な
い
こ
と
か
ら
、
高
校
生
が
科
学
技
術

一
般

に
関
心
を
持

っ
て
い

て
も
要
素
技
術
的
な
部
分
ま
で
が
見
え
な
い
こ
と
が
多

い
。
こ
れ

が
高
校
か
ら
工
学
部

へ
の
進
路
指
導
の
上
で
も
し
ば
し
ば
問
題
に

な
る
。

②
S
S
H
や
S
P
P
で
も
確
か
に
科
学
技
術
教
育
の
推
進
を
目
指
し

て
い
る
が
、
高
校
で
の
理
科
や
数
学
の
学
習
の
延
長
線
上
に
あ
る

内
容
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
。

③
本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
高
大
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
も
理
数
科
教
員

が
中
心
で
あ
る
。

④
高
大
連
携
に
つ
い
て
永
澤
（
6
）は
、
高
校
教
員
に
対
す
る
セ
ミ
ナ

ー
と
し
て
の
役
割
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
校
生
の
理

数
科
指
導
に
あ
た
る
教
員
が
、
最
近
の
大
学
で
の
授
業
に
参
加
す

る
意
義
を
協
調
し
て
い
る
。
本
高
大
連
携
で
も
、

一
部
の
教
員
も

一
緒
に
受
講
し
て
い
た
報
告
が
あ

っ
た
。

先
述

の
よ
う
に
、
高
大
連
携
の
中
心
は
高
校
で
の
教
員
や
生
徒
で

あ
る
。
高
大
連
携
は
、
他
の
事
例
か
ら
も
高
校
で
の
理
数
科
が
中
心

に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
本
高
大
連
携
は
高
校
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
工
学
分
野
や
、
そ
の
他
分
野
の
学
習
機
会
と
し
て
役
立

っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
う

一
つ
の
点
は
、
高
大
連
携
の
成
果

を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
で
あ
る
。
短
期
的
な
評
価
と
し
て
は
、

高
大
連
携
へ
の
参
加
者
数
や
高
校
生
の
理
数
科
学
習

へ
の
興
味
の
変

容
で
あ
る
が
、
長
期
的
な
成
果
と
し
て
何
を
検
討
す
べ
き
か
が
問
題

と
な
る
。

高
大
連
携
は
既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
中
等
教
育
お
よ
び
高
等
教

育
の
改
革
と
し
て
実
施
が
促
進
さ
れ
て
き
た
。
高
校
で
は
競
争
的
資

金
の
導
入
に
よ
る
効
果
が
大
き
い
が
、
理
数
科
教
育
の
推
進
や
教
育

の
多
様
化
が
進
み
、
高
校
生
の
科
学
技
術
に
関
す
る
学
習
機
会
が
拡

大
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
も
取
り
ま
と
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

も
う

一
方
の
実
施
協
力
者
で
あ
る
大
学
で
は
、
高
大
連
携
は
社
会

的
貢
献
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
に
留
ま

っ
て

い
る
。

一
部
の
大
学

で
は
、
さ
ら
に
進
め
て
高
大
連
携
を
A
O
入
試
と
し
て
活
用
し
て
い

る

(
1
5
〉が
、
大
学
の
教
育
研
究
の

一
部
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
不
十

分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
高
大
連
携
と
し
て
、
科
学
技
術
分
野

に
お
け
る
人
材
育
成
や
科
学
技
術
教
育

の
推
進
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
中
等
教
育
か
ら
大
学
院
も
含
め
た
高
等
教
育

へ
の
接
続
教
育
を

総
合
的
に
検
討
す
る
な
ど
、
大
学
教
育
に
お
け

る
位
置
づ
け
の
明
確

化
が
必
要
で
あ
る
。
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申

(
4)で
は
、
こ
れ
ら

の
取
組
を
求
め
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
実
現
に
は
大
学
の
具
体
的
な

対
応
が
今
後
の
鍵
と
な
る
。

八

お
わ
り
に

「衛
星
通
信
に
よ
る
高
大
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
「遠
隔
教
育

を
用
い
た
高
大
連
携
」

の

一
形
態
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
科
学
技
術

分
野
に
お
け
る
高
大
連
携
と
し
て
、
高
校
生
が
大
学
で
の
基
礎
科
学
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を
通
し
て
科
学
技
術
分
野
を
理
解
す
る
こ
と
に
務
め
て
い
る
取
組
を

紹
介
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
施
結
果
か
ら
、
遠
隔
教
育
の
方
法
で
は

な
く
、
高
大
連
携
そ
の
も

の
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
特
に
、
高
大
連
携
の
大
学
教
育
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
成
果

評
価
に
関
す
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
セ
ン
タ

ー
や
本
学
内
で
も
こ
れ
に
関
す
る
コ
ン
セ
ス
ン
サ
ス
は
得
ら
れ
て
い

な
い
の
が
、
現
状
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
紹
介
で
き
な
か

っ
た
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
セ
ン

タ
ー
の
高
大
連
携
ウ

ェ
ブ
を
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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献
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携
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〇
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携
」

広

が
り

期
待

、

日
本

経
済

新
聞

朝

刊

（二

〇

〇

一
年

一
月

二
〇
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〇
〇
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講
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育
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の
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績

に
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価

、

日
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教
育
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学
雑
誌

、

（
10
）
天
野
郁

夫

（
二
〇

〇
四
）
大
学

改
革
、
東

京
大
学

出
版
会

、

（
11
）
家

田
信
明

（
二
〇

〇
四
）
電
子

情
報

通
信
学

会

に
お
け

る
J

A
B

E
E
活
動

の
早

期
立

ち
上
げ
―

こ
れ
ま

で

の
活
動
と

今
後

の
予
定
1

、

電
子
情

報
通
信

学
会
誌

、

（
12
）

日
本
規

格
化
協

会

（二

〇
〇

〇
）

品
質

マ
ネ

ジ

メ
ン
ト

シ
ス

テ
ム

（15
）
日
本
教
育
家
庭
新
聞

（二
〇
〇
五
）
高
大
連
携
協
定
－
修
了
生
を

「特
別
推
薦
入
学
」
―
第

一
八
二
八
、
六
月
四
日

●
論
文
●

若

い
世

代
を

と

も

に
育

て
る
組

織

と

し

て

～
関
西
大
学
の
高
大
連
携
の
ス
タ
ン
ス
～

品

川

哲

彦

（関
西
大
学
学
長
補
佐
）

関
西
大
学
で
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
高
大
連
携
推
進
事
務
室
を

開
設
し
、
同
年

一
〇
月
に
高
大
連
携
運
営
委
員
会

（学
長
補
佐
が
委

員
長
を
務
め
、
各
学
部

・
外
国
語
教
育
研
究
機
構

・
大
学
院
か
ら
教

育
職
員
各

一
名
、
事
務
職
員
三
名
に
よ

っ
て
構
成
）
を
設
置
し
た
。

同
年
度
中
に

一
府
三
市
の
教
育
委
員
会
と
連
携
協
力
協
定
を
結
び
、

そ
れ
か
ら
二
年
の
問
に
提
携
す
る
教
育
委
員
会
を

一
五
に
増
や
し

た
。高

校

へ
の
出
張
講
義

（K
a
n
－D
a
i
ー
セ
ミ
ナ
ー
）、
春

・
夏
休

み
の
高
校
生
た
ち

へ
の
公
開
講
義

（K
a
n
－D
a
i
3
セ
ミ
ナ
ー
）
、

高
校
生

へ
の
大
学
の
授
業
の
開
放

（K
a
n
－
D
a
i15
セ
ミ
ナ
ー
）
等

の
こ
の
三
年
間
の
推
移
は
次
頁
に
図
示
す
る
と
お
り
、
い
ず
れ
も
順

調
に
伸

び
て
い
る

（図
1
）。
こ
の
ほ
か
、
主
と
し
て
教
職
志
望
の

大
学
生
が
学
校
現
場
を
体
験
す
る
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
約
三

○
○
名
を
送
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
取
組

「入
間
性
と
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
促
す
学
校

小
中
高
大
連
携
が
支
え
る
実
践
型
学

外
教
育
の
大
規
模
展
開
」
は
、
二
〇
〇
五
年
に
文
部
科
学
省

「特
色

あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
選
定
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
関
西
大
学
の
高
大
連
携
事
業
は
急
速
に
拡
大
し
充
実

し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
当
初
か
ら
目
標
を
設
定
し
て
綿
密
な
計
画
の

も
と
に
地
歩
を
固
め
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
初
代
の
高
大
連
携
運

営
委
員
長
で
あ
る
筆
者
に
し
て
み
る
と
、
高
大
連
携
の
理
念
や
目
標

に
つ
い
て
ま
さ
に

「行
動
し
な
が
ら
考

え
」
て
き
た
三
年
間
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
理
由
の
大
半
は
、
高
大
連
携
事
業
が
大
学
の
あ
り
よ

う
の
変
化
と
捉
え
直
し
に
直
結
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
の
中
教
審
答
申

「新
し
い
時
代
に
お
け
る
教
養
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
は
、
高
大
連
携
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活




